
木更津工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 化学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0099 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 情報工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 『新版 化学』実教出版、『セミナー化学基礎＋化学』第一学習社、必要に応じて資料を配付
担当教員 佐合 智弘,佐久間 美紀
到達目標
・化学平衡を理解できる。
・有機化合物の分類と性質の類推をすることができる。
・化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深める。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
化学平衡の法則および平衡移動の
原理について説明でき、平衡定数
を用いた計算をすることができる
。

化学平衡の法則および平衡移動の
原理について説明できる。

化学平衡の法則および平衡移動の
原理について説明できない。

評価項目2
有機化合物および高分子化合物に
ついて説明でき、各分子の性質に
ついても言及することができる。

有機化合物および高分子化合物に
ついて説明できる。

有機化合物および高分子化合物に
ついて説明できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 一般教養的な内容について，指定教科書を用いて講義を行い，また指定問題集を用いて自己学習も行う。

授業の進め方・方法 ・ 指定教科書の内容を中心とした講義とプリント演習を組み合わせた学習を行う。
・ 試験は中間試験，定期試験を実施する。

注意点 ・疑問点については積極的に質問し、できるだけ授業中に解決する努力をすること。
・宿題や課題などの提出物は、提出期限を厳守すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 授業のガイダンス 履修内容を把握し、履修上の注意点について理解でき
る。

2週 分子についての復習 基礎化学IAで履修した内容を確認する。
3週 有機化合物① 炭化水素を分類できる。
4週 有機化合物② 官能基による有機化合物の分類を理解する。
5週 有機化合物③ 異性体について説明できる。
6週 有機化合物④ 高分子化合物について説明できる。
7週 まとめ　問題演習
8週 中間試験

4thQ

9週 試験返却と解説
反応速度についての復習 化学IBで履修した内容を確認する。

10週 化学平衡① 化学平衡の法則を説明できる。
11週 化学平衡② 平衡移動の原理を説明できる。
12週 化学平衡③ 電離平衡について理解する。
13週 化学平衡④ 緩衝作用について説明できる。
14週 まとめ　問題演習
15週 定期試験
16週 試験返却と解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 40 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


